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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線通信システムで使用される方法であって、
　ターゲット拡張ノードＢによって、ソース拡張ノードＢから前記ターゲット拡張ノード
Ｂにハンドオーバする移動体装置のパケットデータコンバージェンスプロトコル（ＰＤＣ
Ｐ）層によって送信されるＰＤＣＰ状況報告を受信することと、前記ＰＤＣＰ状況報告は
、前記ＰＤＣＰ層によって無線リンク制御（ＲＬＣ）層サービスデータユニット（ＳＤＵ
）に付けられるＰＤＣＰシーケンス番号を備え、前記ＰＤＣＰシーケンス番号は、前記ソ
ース拡張ノードＢと前記ターゲット拡張ノードＢに共通であり、ソース拡張ノードＢリン
クに関連付けられたＲＬＣプロトコルデータユニット（ＰＤＵ）番号付与とは別個のもの
であり、前記ソース拡張ノードＢリンクに関連付けられたＲＬＣ ＰＤＵ番号付与は、前
記ターゲット拡張ノードＢとの通信には関連がない、
　前記ＰＤＣＰ状況報告に基づいて、前記移動体装置への送信のために１つまたは複数の
パケットを決定することと、前記１つまたは複数のパケットは、前記ハンドオーバするこ
とに関連して前記ソース拡張ノードＢから受信され、前記ＰＤＣＰ状況報告において前記
移動体装置によって受信されたと識別されていないものである、
　前記ターゲットｅＮＢにおいて重複したＲＬＣ ＳＤＵを前記移動体装置に送信するこ
とが回避されるように、前記ターゲット拡張ノードＢによって、前記１つまたは複数のパ
ケットを前記移動体装置に無線で送信することと、
　を備える方法。
【請求項２】
　前記移動体装置から送信されたハンドオフ確認メッセージを受信することをさらに備え
る、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記ハンドオーバ完了後、前記ターゲット拡張ノードＢから送信を送ることをさらに備
え、前記ハンドオーバされた送信は、前記ＰＤＣＰ状況報告に基づいて前記ターゲット拡
張ノードＢによって選択される、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記ハンドオーバされた送信は、前記ソース拡張ノードＢによる送信から欠落したＲＬ
Ｕ ＳＤＵのみを備える、請求項３に記載の方法。
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【請求項５】
　無線通信システムで動作可能な装置であって、
　　　ソース拡張ノードＢからターゲット拡張ノードＢにハンドオーバする移動体装置の
パケットデータコンバージェンスプロトコル（ＰＤＣＰ）層によって送信されるＰＤＣＰ
状況報告を受信し、前記ＰＤＣＰ状況報告は、前記ＰＤＣＰ層によって無線リンク制御（
ＲＬＣ）層サービスデータユニット（ＳＤＵ）に付けられるＰＤＣＰシーケンス番号を備
え、前記ＰＤＣＰシーケンス番号は、前記ソース拡張ノードＢと前記ターゲット拡張ノー
ドＢに共通であり、ソース拡張ノードＢリンクに関連付けられたＲＬＣプロトコルデータ
ユニット（ＰＤＵ）番号付与とは別個のものであり、前記ソース拡張ノードＢリンクに関
連付けられたＲＬＣ ＰＤＵ番号付与は、前記ターゲット拡張ノードＢとの通信には関連
がない、
　　　前記ＰＤＣＰ状況報告に基づいて、前記移動体装置への送信のために１つまたは複
数のパケットを決定し、前記１つまたは複数のパケットは、前記ハンドオーバすることに
関連して前記ソース拡張ノードＢから受信され、前記ＰＤＣＰ状況報告において前記移動
体装置によって受信されたと識別されていないものである、
　　　前記ターゲット拡張ノードＢにおいて重複したＲＬＣ ＳＤＵを前記移動体装置に
送信することが回避されるように、前記ターゲット拡張ノードＢによって、前記１つまた
は複数のパケットを前記移動体装置に無線で送信する
　ように構成された１つまたは複数のプロセッサを有するターゲット拡張ノードＢ
　を備える装置。
【請求項６】
　前記ターゲット拡張ノードＢのプロセッサは、前記移動体装置から送信されたハンドオ
フ確認メッセージを受信するように構成される、請求項５に記載の装置。
【請求項７】
　前記ターゲット拡張ノードＢのプロセッサは、前記ハンドオーバ動作の完了後、前記タ
ーゲット拡張ノードＢから送信を送るように構成され、前記ハンドオーバされた送信は、
前記ＰＤＣＰ状況報告に基づいて前記ターゲット拡張ノードＢによって選択される、請求
項５に記載の装置。
【請求項８】
　前記ハンドオーバされた送信は、前記ソース拡張ノードＢによる送信から欠落したＲＬ
Ｕ ＳＤＵのみを備える、請求項７に記載の装置。
【請求項９】
　複数のセルを含む無線通信システムで動作可能な装置であって、
　ターゲット拡張ノードＢによって、ソース拡張ノードＢから前記ターゲット拡張ノード
Ｂにハンドオーバする移動体装置のパケットデータコンバージェンスプロトコル（ＰＤＣ
Ｐ）層によって送信されるＰＤＣＰ状況報告を受信するための手段と、前記ＰＤＣＰ状況
報告は、前記ＰＤＣＰ層によって無線リンク制御（ＲＬＣ）層サービスデータユニット（
ＳＤＵ）に付けられるＰＤＣＰシーケンス番号を備え、前記ＰＤＣＰシーケンス番号は、
前記ソース拡張ノードＢと前記ターゲット拡張ノードＢに共通であり、ソース拡張ノード
Ｂリンクに関連付けられたＲＬＣプロトコルデータユニット（ＰＤＵ）番号付与とは別個
のものであり、前記ソース拡張ノードＢリンクに関連付けられたＲＬＣ ＰＤＵ番号付与
は、前記ターゲット拡張ノードＢとの通信には関連がない、
　前記ＰＤＣＰ状況報告に基づいて、前記移動体装置への送信のために１つまたは複数の
パケットを決定するための手段と、前記１つまたは複数のパケットは、前記ハンドオーバ
することに関連して前記ソース拡張ノードＢから受信され、前記ＰＤＣＰ状況報告におい
て前記移動体装置によって受信されたと識別されていないものである、
　前記ターゲットｅＮＢによって重複したＲＬＣ ＳＤＵを前記移動体装置に送信するこ
とが回避されるように、前記ターゲット拡張ノードＢによって、前記１つまたは複数のパ
ケットを前記移動体装置に無線で送信するための手段と
　を備える装置。
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【請求項１０】
　前記移動体装置から送信されたハンドオフ確認メッセージを受信するための手段をさら
に備える、請求項９に記載の装置。
【請求項１１】
　前記ハンドオーバ完了後、前記ターゲット拡張ノードＢから送信を送るための手段をさ
らに備え、前記ハンドオーバされた送信は、前記ＰＤＣＰ状況報告に基づいて前記ターゲ
ット拡張ノードＢによって選択される、請求項９に記載の装置。
【請求項１２】
　前記ハンドオーバされた送信は、前記ソース拡張ノードＢによる送信から欠落したＲＬ
Ｕ ＳＤＵのみを備える、請求項１１に記載の装置。
【請求項１３】
　命令を備えるコンピュータプログラムであって、前記命令は１つまたは複数のコンピュ
ータのプロセッサに、
　ターゲット拡張ノードＢによって、ソース拡張ノードＢから前記ターゲット拡張ノード
Ｂにハンドオーバする移動体装置のパケットデータコンバージェンスプロトコル（ＰＤＣ
Ｐ）層によって送信されるＰＤＣＰ状況報告を受信させ、前記ＰＤＣＰ状況報告は、前記
ＰＤＣＰ層によって無線リンク制御（ＲＬＣ）層サービスデータユニット（ＳＤＵ）に付
けられるＰＤＣＰシーケンス番号を備え、前記ＰＤＣＰシーケンス番号は、前記ソース拡
張ノードＢと前記ターゲット拡張ノードＢに共通であり、ソース拡張ノードＢリンクに関
連付けられたＲＬＣプロトコルデータユニット（ＰＤＵ）番号付与とは別個のものであり
、前記ソース拡張ノードＢリンクに関連付けられたＲＬＣ ＰＤＵ番号付与は、前記ター
ゲット拡張ノードＢとの通信には関連がない、
　前記ＰＤＣＰ状況報告に基づいて、前記移動体装置への送信のために１つまたは複数の
パケットを決定させ、前記１つまたは複数のパケットは、前記ハンドオーバすることに関
連して前記ソース拡張ノードＢから受信され、前記ＰＤＣＰ状況報告において前記移動体
装置によって受信されたと識別されていないものである、
　前記ターゲット拡張ノードＢによって重複したＲＬＣ ＳＤＵを前記移動体装置に送信
することが回避されるように、前記ターゲット拡張ノードＢによって、前記１つまたは複
数のパケットを前記移動体装置に無線で送信させる
　コンピュータプログラム。
【請求項１４】
　前記命令は、前記１つまたは複数のコンピュータのプロセッサに、前記移動体装置から
送信されたハンドオフ確認メッセージを受信させる、請求項１３に記載のコンピュータプ
ログラム。
【請求項１５】
　前記命令は、前記１つまたは複数のコンピュータのプロセッサに、前記ハンドオーバ動
作の完了後、前記ターゲット拡張ノードＢから送信を送らせ、前記ハンドオーバされた送
信は、前記ＰＤＣＰ状況報告に基づいて前記ターゲット拡張ノードＢによって選択される
、請求項１３に記載のコンピュータプログラム。
【請求項１６】
　前記ハンドオーバされた送信は、前記ソース拡張ノードＢによる送信から欠落したＲＬ
Ｕ ＳＤＵのみを備える、請求項１５に記載のコンピュータプログラム。
【請求項１７】
　複数のセルを含む無線通信システムで使用される方法であって、
　移動体装置においてソース拡張ノードＢから送信を受信することと、
　前記移動体装置からターゲット拡張ノードＢへの無線リンク上で前記ターゲット拡張ノ
ードＢにパケットデータコンバージェンスプロトコル（ＰＤＣＰ）層によってＰＤＣＰ状
況報告を送信することと、
　ハンドオーバ動作に関連してソース拡張ノードＢリンクに関連付けられた無線リンク制
御（ＲＬＣ）プロトコルデータユニット（ＰＤＵ）番号付与をリセットすることと、前記
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ＰＤＣＰ状況報告は、前記ＰＤＣＰ層によってＲＬＣ層サービスデータユニット（ＳＤＵ
）に付けられるＰＤＣＰシーケンス番号を備え、前記ＰＤＣＰシーケンス番号は、前記ソ
ース拡張ノードＢと前記ターゲット拡張ノードＢの両方に共通であり、前記ソース拡張ノ
ードＢリンクに関連付けられたＲＬＣ ＰＤＵ番号付与とは別個のものであり、前記ソー
ス拡張ノードＢリンクに関連付けられたＲＬＣ ＰＤＵ番号付与は、前記ターゲット拡張
ノードＢとの通信には関連がない、
　を備える方法。
【請求項１８】
　ハンドオフ確認メッセージを前記ターゲット拡張ノードＢに送信することをさらに備え
る、請求項１７に記載の方法。
【請求項１９】
　前記ハンドオーバ動作の完了後、前記ターゲット拡張ノードＢから送信を受信すること
をさらに備え、前記送信は、前記ＰＤＣＰ状況報告に基づいて前記ターゲット拡張ノード
Ｂによって選択される、請求項１７に記載の方法。
【請求項２０】
　前記ハンドオーバされた送信は、前記ソース拡張ノードＢによる送信から欠落したＲＬ
Ｃ ＳＤＵのみを備える、請求項１９に記載の方法。
【請求項２１】
　無線通信システムで動作可能な装置であって、
　　ソース拡張ノードＢから送信を受信し、
　　ハンドオーバ動作に関連して、ターゲット拡張ノードＢとの無線リンク上で前記ター
ゲット拡張ノードＢに移動体装置のパケットデータコンバージェンスプロトコル（ＰＤＣ
Ｐ）層によってＰＤＣＰ状況報告を送信し、
　　前記ソース拡張ノードＢから前記ターゲット拡張ノードＢへのハンドオーバ動作に関
連してソース拡張ノードＢリンクに関連付けられた無線リンク制御（ＲＬＣ）プロトコル
データユニット（ＰＤＵ）番号付与をリセットするように構成された移動体装置のプロセ
ッサと、
　　データを格納するために前記プロセッサに結合されるメモリと、
　を備え、
　前記ＲＬＣ ＰＤＵ番号は、前記ターゲット拡張ノードＢとの通信には関連がなく、
　前記ＰＤＣＰ状況報告は、前記ＰＤＣＰ層によってＲＬＣ層サービスデータユニット（
ＳＤＵ）に付けられるＰＤＣＰシーケンス番号を備え、前記ＰＤＣＰシーケンス番号は、
前記ソース拡張ノードＢと前記ターゲット拡張ノードＢの両方に共通であり、前記ソース
拡張ノードＢリンクに関連付けられたＲＬＣ ＰＤＵ番号付与とは別個のものである、装
置。
【請求項２２】
　前記プロセッサは、ハンドオフ確認メッセージを送信するように構成される、請求項２
１に記載の装置。
【請求項２３】
　前記プロセッサは、前記ハンドオーバ動作の完了後、前記ターゲット拡張ノードＢから
送信を受信するように構成され、前記ハンドオーバされた送信は、前記ＰＤＣＰ状況報告
に基づいて前記ターゲット拡張ノードＢによって選択される、請求項２１に記載の装置。
【請求項２４】
　前記送信は、前記ソース拡張ノードＢによる送信から欠落したＲＬＵ ＳＤＵのみを備
える、請求項２３に記載の装置。
【請求項２５】
　複数のセルを含む無線通信システムで動作可能な装置であって、
　前記装置においてソース拡張ノードＢから送信を受信するための手段と、
　無線リンク上で前記装置からターゲット拡張ノードＢにパケットデータコンバージェン
スプロトコル（ＰＤＣＰ）層によってＰＤＣＰ状況報告を送信するための手段と、
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　ハンドオーバ動作に関連してソース拡張ノードＢリンクに関連付けられた無線リンク制
御（ＲＬＣ）プロトコルデータユニット（ＰＤＵ）番号付与をリセットするための手段と
、前記ＰＤＣＰ状況報告は、前記ＰＤＣＰ層によってＲＬＣ層サービスデータユニット（
ＳＤＵ）に付けられるＰＤＣＰシーケンス番号を備え、前記ＰＤＣＰシーケンス番号は、
前記ソース拡張ノードＢと前記ターゲット拡張ノードＢの両方に共通であり、前記ソース
拡張ノードＢリンクに関連付けられたＲＬＣ ＰＤＵ番号付与とは別個のものであり、前
記ソース拡張ノードＢリンクに関連付けられたＲＬＣ ＰＤＵ番号付与は、前記ターゲッ
ト拡張ノードＢとの通信には関連がない、
　を備える装置。
【請求項２６】
　ハンドオフ確認メッセージを前記ターゲット拡張ノードＢに送信するための手段をさら
に備える、請求項２５に記載の装置。
【請求項２７】
　前記ハンドオーバ動作の完了後、前記ターゲット拡張ノードＢから送信を受信するため
の手段をさらに備え、前記送信は、前記ＰＤＣＰ状況報告に基づいて前記ターゲット拡張
ノードＢによって選択される、請求項２５に記載の装置。
【請求項２８】
　前記ハンドオーバされた送信は、前記ソース拡張ノードＢによる送信から欠落したＲＬ
Ｃ ＳＤＵのみを備える、請求項２７に記載の装置。
【請求項２９】
　命令を備えるコンピュータプログラムであって、前記命令は１つまたは複数のコンピュ
ータのプロセッサに、
　移動体装置においてソース拡張ノードＢから送信を受信させ、
　ハンドオーバ動作に関連して、前記移動体装置からターゲット拡張ノードＢへの前記タ
ーゲット拡張ノードＢとの無線リンク上で前記ターゲット拡張ノードＢにパケットデータ
コンバージェンスプロトコル（ＰＤＣＰ）層によってＰＤＣＰ状況報告を送信させ、
　前記ソース拡張ノードＢから前記ターゲット拡張ノードＢへのハンドオーバ動作に関連
してソース拡張ノードＢリンクに関連付けられた無線リンク制御（ＲＬＣ）プロトコルデ
ータユニット（ＰＤＵ）番号付与をリセットさせ、
　前記ＲＬＣ ＰＤＵ番号は、前記ターゲット拡張ノードＢとの通信には関連がなく、
　前記ＰＤＣＰ状況報告は、前記ＰＤＣＰ層によってＲＬＣ層サービスデータユニット（
ＳＤＵ）に付けられるＰＤＣＰシーケンス番号を備え、前記ＰＤＣＰシーケンス番号は、
前記ソース拡張ノードＢと前記ターゲット拡張ノードＢの両方に共通であり、前記ソース
拡張ノードＢリンクに関連付けられたＲＬＣ ＰＤＵ番号付与とは別個のものである、コ
ンピュータプログラム。
【請求項３０】
　前記命令は、前記１つまたは複数のコンピュータのプロセッサに、ハンドオフ確認メッ
セージを前記ターゲット拡張ノードＢに送信させる、請求項２９に記載のコンピュータプ
ログラム。
【請求項３１】
　前記命令は、前記１つまたは複数のコンピュータのプロセッサに、前記ハンドオーバ動
作の完了後、前記ターゲット拡張ノードＢから送信を受信させ、前記ハンドオーバされた
送信は、前記ＰＤＣＰ状況報告に基づいて前記ターゲット拡張ノードＢによって選択され
る、請求項２９に記載のコンピュータプログラム。
【請求項３２】
　前記送信は、前記ソース拡張ノードＢによる送信から欠落したＲＬＵ ＳＤＵのみを備
える、請求項３１に記載のコンピュータプログラム。
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